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イラン東北山地民の生活様式

末　　尾　　至　　行

　イラン棄北のアゼルバイジャン地方の主琶、タ　　フランス、ソルボンヌ大学地理学助手ドゥ・プ

ブリーズ市の南に、円錐状のサーヘンドsahe磁　　ラノールXavier　de　P　lahhol氏は、それらの谷

火山淋そびえる。海抜高慶3，690m。冠物帯噛のうちの1つ、北斜面のLighwan　tchay

は山裾のステップ帯から頂上の高山帯へと遷移し；を踏査し、その結黒をLavicdem　on一

隷欝二陣郷二欝麟二ひ更奮鵬錨空二嘱諸禦鑛郵送1

丘の周辺から下方へかけて発達する放射状の河谷；報」2ワユ。欝2号α958）によせている。以下倣

は、山頂へと董る道筋をつく¢上げ、それらの谷』その要訳である。

ぞいには山地縫落が点在する。　　　　　　　　　（の　遊牧民による移動牧畜．　北部イランで
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■6　　　　　　　　　　　　イラン東北山地渓の生活様式「（末尾）

め、谷が広く、牧草・乾輩が村落周辺で豊蜜にえ・離にあll、笹野が6ヵ所のいずれに属するかは、

られるため、畏題離の家畜移動をほとんど必要と1抽選によって定めら勲．る。分娩が3月はじめに終

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ましない・たとえ邸・・油聴いては・大型矯iり・幼勢門立が可能とkる3月終顕から・ほ

は年中村にとめおかれ、小型懸鼻の半数のみが、；贋すべての潔畜は、雇入れられた牧夫に導かれ、

7月中旬から／／月中旬にかけて4カ月聞、村か1タブリーズ平原の牧草地（圏有地）へ送られる。

6～8km上方へ窺った「山の牧草地」yay豆aks　i　この際、堕罪は雇入牧夫に寮かされている故、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
へ追上げられる。門門畜は回った牧夫にまかさ：この家畜移動は純粋に移牧丁τa薮sh卿ance形武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1である。しかし、牧ラ細以外に、寮畜駈；脅「爆家から
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　　Berahの豪畜移動

i未婚男子がこの豪畜群と行を共にしている。その

i数はlsparakhum（石数240戸）から50
ミ

i入、Lighwan（戸数380薫）から／00人。

i披等は毎臼瀬しして乳をタブリーズへ売lj歩くe

ほた交代で牧夫を手伝嚇1審の監視をする。それ

：故に、この移勤は半遊牧的団子もそなえている。

　象畜1まタブリーズ平原から6月中旬に村へ戻蓼
ミ

i村よ砂やあ葛所のr山の牧草地」yaylaksに夏の

れ、1藤の持主は毎日yaylak・へ搾乳1咄かける。、　ttじめまで盈過し・改めてよ幅所のyaylak・へ

・墨型丁丁の残畔数鮒付近の牧草で養われる。移る・この上位のyay｝aksは、先述の遊牧民硬

　（3）上部Lighwan　tchay山対艮の移動1によ夢高地の夏営地へ移り去、つた後にあたり・農

牧畜　1・parakhu　m（2，400rn），Lig一、民髄…牧民に若千の使騰キを麦払わねばならな・V・

hwan（2・．20・m＞の・旋は、舗舷く家iklt・・の・・yl・’・・s　i・／・月櫛瓢甲州・・yl・a・・一

奮飼料にめぐまれず、遠方に敷：草を求めなければ，ksに〃月終り蜜で濾在しつ駅窯蓄は秋に山を

筋な…そのため嫁翻字大門にみら相下る・
る。たとえば王sparakhumでのノ］N型1豪畜の移1　このような覆畜務勤の形式は、生れてから20

動は5シーズンに分かれる。まず冬季（／／月2i年鶴後にしか叛らぬ。それ庚では下方のBerah，

q　H．・一　4　．E／H）紋村の豪蓄小舎ないしは村付近iHe「bi村と同様な・簡単森形式の豪畜移動を行

撒の穂割ki、hl。k、に、鮒てとめが。ていた・と・勢25年来、胆力・鞠傾離

かれる。kishlaksは村から1～2kmの近露｛入った。谷がせ寮くて耕胃拡張ははばまれ、乾燥

　　　　　　　　　　　一全学の豪畜　　　｝気候に災いされて牧穫率亀低い上方の村にとって

　　　　　　　　　7∴∵∴；饅灘鰯聴産品の販売・・人囎醐応す・魁の撚

鶏讐撫i鍵〆灘三1欝
　　　　　　」FMAMJ」ASOND　：（4）労難・動　サーヘンド山村からの出監・

　　　　　Isparakhumの家畜移動　　　　　春先、食：糧貯蔵の澗渇とともにはじまる。1つは



　　　　　　　　　　　　　　イラン璽北山地蔑の生濡搬式（末星）　　　　　　　　　　　　ユツ

遠距離移動で・タブリーズ、テヘラン等、都市へiいずれも前年の収露の貯えを食：いつくした春先に

の出蘇及びカスピ海沿岸の米作地帯への出稼で轡こってくる・低地方への根’家畜ρ移蹴・

ある．この購は4月中旬よりク肝旬にわたる．匿轍躇先X行わ泌のである．こうみると一
。月糊刈入れ働猷嗣す、．、か。鰍鮒の購は、冬囎の蹴，も、。の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
出稼春数は、ごく僅かにすぎずたとえばL蚤gh嘱春先の出稼の方が原初型ではなかろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
w・n　一（Sは・3－40人で・村人ma）／％である・1（b＞サーヘンド隅らず・イラン全域あるい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ繁2には近i距離移動で、マラゲ地方などの、春の｛はヒマラヤ全域にお・いても、農昆による山地の占

糊に鰍民・り羊乳を継しめ嫡人のもと睡遊艇をます紬願三一i寝吐げつ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
へ・チーズ製慰として騰ぐ・臓期鵬4刷齢し（’P　7・・硫はフランスアルプス恥部ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

聡議無論欝騰夷薯瞬驚騨瑚細部隙め
のようm＄．の中で幽する．騰既の顯，」（・）・ルプスtw地糖繊の宿敵2遜の

ら見て人旺灘燃せる役割を就あま胤1の髄蝿飾れる．／つ眼．冬の穂地間を

ていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　｝移動していた遊牧民が、冬営地に定慶した後竜、

　（5）結論　　結論としてプラノール氏は、次の脇動性を残したとみる考え方・他の／つは入口増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
3点を省察する。　　　　　　　　　　　　　i加につれて樂団内の生活資料が欠乏し、定藩農怨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（a）加商移鋤・労働移動をうながしたのは入｛がやむなく移助牧畜を錬じめたとする驚え方であ

口蓋である。人口増加を契機として、それまでのiる。サーヘンドの場含は後事の典型とみとめられ

封鋤触禰・で秘図と灘汰る山村へと変じiる・少くともア・げスの一部鵬・馳の牧靴
た。高慶に応じて気候にずれのあることを認識し！の利用が、中世緩期の村の入口増湘にもとつい転

身訴。山麓の牧草地の利用や労働の商品化を知っ1と想像される例が知られている。この方が一般的

たわけである。食縄の不足や象畜飼料の不足は、iな筋道ではなかろうか。

はじめから7月末寮での4ヵ月闇、特殊技能を生

かした出稼のため、収入はこの4ヵ月間に4（’5

万フランとなb、イランでは高収入の部に属する・

たx・Lighwan　tchayでその数は数十人に

すぎない・

　一般に山村の出稼は冬の農閑期に行われるもの

一mッパの山地塩海が、すでに後退しつNあるの

と対称的である。アルプス・ヒマラヤ造山帯にお・

ける山地姥活を一連のものとしてみた場合、ヨー

ロッパ側ではそれは後退し、アジア側では硯に組

織づけられつエある。ti　一ヘンドの山地生活がア

ジア的なものである確証によって、他の資料から


